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第12回 下呂市青少年育成市民会議
〜「大人が変われば、子どもも変わる」をスローガンに開催〜

　6 月 25 日、下呂市民会館で、下呂市青少
年育成市民会議による「第 12 回下呂市青少
年育成市民会議」が開催されました。
　下呂市青少年育成市民会議とは、下呂市の
宝である次代を担う青少年を、地域ぐるみで
健全育成していくための活動を支援していく
組織です。
　大会では、来場者による大会決議が朗読さ
れた後、少年の主張下呂市大会と、わかあゆ
賞授与式が行われました。

「わかあゆ賞」受賞者の紹介

１号顕彰【学芸・文化】35 人・１団体             
田口立実、熊崎裕菜、中島瞳、松本洸輔、細江菜々花、
桂川竜太朗、森澤香乃、田口英里采、谷川優一郎、田
口太一、二村洸太朗、池戸夢、中村優里、和田諭佳、
田中愛純、大林梢、二村光、土屋彩音、木村旭希、今
井千尋、青木一平、小野加壱来、都竹音葉、垣﨑柊哉、
日下部結衣、熊﨑南、竹内碧空、熊﨑亮、熊﨑快、竹
内桜、石丸桃子、北村心、佐々木駿、兼山祭、中村聡
里、益田清風高校観光産業系列地域研究班
２号顕彰【スポーツ】20 人
熊﨑大和、蓑島晃佑、細江健祐、中野翔太、成瀬雅哉、
中田理奈子、田中沙和、小林京、藤森武斗、二村一郎、
今井透元、熊崎太毅、佐伯愛斗、熊﨑貴哉、今井菜月、
波多野友紀、矢島凪彩、細江悠仁、神戸佳音、益田蒼
大
３号顕彰【奉仕】２団体
下呂市ジュニアリーダーズクラブ、竹原中学校生徒会
４号顕彰【善行】９人
熊﨑優香、熊﨑幹也、松森雅大、立石実希、今井千晶、
鎌倉志帆、古田結希、田口祐美香、今井俊貴
５号顕彰【その他】１団体
竹原中学校生徒会
　以上の皆さんが受賞されました。
　おめでとうございます。
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私たち親や大人は
一、自分自身を省み、子どもの手本となるよう

努めます。
一、あらゆる場面で子どもたちに愛情こめた声

掛けに努めます。
一、「人間としての自己責任」の自覚を深め、

人への思いやりと善悪に自信をもって対処
できる自分づくり、人づくりに努めます。

一、青少年を取り巻く有害環境の一掃に向けて、
大人自身が手本となる行動に努め、厳しい
目をもって対処します。

一、家庭の中に「１スポーツ・１学習・１ボラ
ンティア」の花を咲かせます。

下呂市青少年育成市民会議大会決議

　28 年度において、地域内外で優れた活動を行った市内の
小中学校と高等学校の児童生徒や市出身者の青少年へ顕彰。

　詳細は、本号最終ページ「地域の話題アレコレ」
で紹介しています。そちらをご覧ください。

少年の主張下呂市大会
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飛騨地域国際観光振興特区通訳案内士養成講座（中国語）

○応募条件　中国語力があり通訳ガイドに関心がある人

※中国語検定 2 級程度、HSK( 漢語水平考試 )5 級程度、母国語が中

国語の人は日本語能力試験 N2 級程度、母国語が日本語および中国語

でない人は中国語検定 2 級程度、HSK( 漢語水平考試 )5 級程度およ

び日本語能力試験 N2 級程度の語学力を有する人

○受講料　１万円　※支払方法は、第１回研修時に現金にて支払
○応募締切　平成 29年 8月 17日（木）
○募集人員　定員 40人　※応募者多数の場合、抽選
○申込方法　ホームページからお申し込みください。
　（申込フォーム）https://amarys-jtb.jp/hidaarea_licensedguide17
○問合・申込先　ＪＴＢ総合提携店㈱高山エース旅行センター
　　☎ 0577-35-0839 受付時間 10時～ 19時（土・日・祝日休み）
○研修日・場所　9/16、10/1・15・21、11/4・18・19
　　飛騨地域地場産業振興センター、飛騨地域の観光スポット
○試験日・場所　11月 26日　飛騨地域地場産業振興センター
　　　　　　　　※口述試験　
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中学生の部一般の部
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